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天
然
痘
な
ど
の
感
染
症
が
ま
ん
延
し
大
き
な
健
康
被
害
を
受
け
て
き
た

時
代
は
去
り
、
現
代
で
は
そ
れ
ら
感
染
症
の
大
き
い
流
行
が
見
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て
感
染
症
の
流
行
を
抑
え

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
近
年
、
予
防
接
種
と
そ
れ
を

取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
知
識
を
持
っ
て
、安
心
し
て
健
康
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
健
康
医
療
課
】　

予防接種とは？
　感染症の発生を予防し流行を抑
える目的で、不活化もしくは弱毒化
した細菌，ウイルス，毒素などを免
疫原 ( ワクチン) として接種して免
疫力を得ようとするものです。

近
年
の
予
防
接
種
制
度
の
動
向

～知って安心～

  予防接種
　

日
本
で
は
、
予
防
接
種
法
お
よ
び

結
核
予
防
法
に
基
づ
い
て
小
児
を
中

心
に
、
広
く
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
感
染

症
の
流
行
の
多
様
化
、
医
療
技
術
の

進
歩
、
ワ
ク
チ
ン
の
改
良
・
開
発
、

海
外
と
の
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
の
問

題
か
ら
、
予
防
接
種
制
度
の
幅
広
い

見
直
し
が
行
わ
れ
、
接
種
方
法
な
ど

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
小
児
へ
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
・
回
数
が
急
速
に
増
え
、
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
複
雑
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

複
数
の
ワ
ク
チ
ン
を
一
つ
に
ま
と

め
る
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
よ
う
で
す
。

　

制
度
の
改
正
と
し
て
平
成
26
年

に
は
、
小
児
向
け
に
水す
い
と
う痘
（
水
ぼ

う
そ
う
）、
高
齢
者
向
け
に
肺
炎
球

菌
感
染
症
が
、
予
防
接
種
法
の
定
期

接
種
の
対
象
疾
病
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。（
定
期
接
種
と
は
、
予
防
接
種

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
が

実
施
す
る
予
防
接
種
で
す
）

　

ま
た
、
今
年
の
10
月
に
は
、
乳
児

に
対
し
て
Ｂ
型
肝
炎
（
※
）
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
本
紙
12
・
13
ペ
ー
ジ
の「
健

康
だ
よ
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ワクチンで防げる病気

※詳細は本紙 12・13 ページの「健康だより」をご参照ください。

感染症を予防するため小児期に接種する
ワクチンがほとんどですが、高齢者の方
向けの予防接種は次の 2 種類となります。

すべての感染症に対して、ワクチンが作れるわけではありません。
細菌やウイルスの性質によって、作れない物もあります。
ワクチンで防げる病気には、次のようなものがあります。

・肺炎球菌感染症
・インフルエンザ（※）

・ヒブ（Hib）感染症

・ジフテリア

・結核

・水痘（みずぼうそう）

・インフルエンザ

・おたふく風邪

・黄熱

・肺炎球菌感染症

・破傷風

・麻しん（はしか）

・日本脳炎

・Ｂ型肝炎

・Ａ型肝炎

・狂犬病

・百日せき

・ポリオ

・風しん

・ヒトパピローマウイルス感染症

・ロタウイルス感染症

・髄膜炎菌感染症
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予
防
接
種
の
種
類
に
も
よ
り

ま
す
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
や
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
）

な
ど
、
90
％
を
超
え
る
接
種
率

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
向
け
の
予
防
接
種
で

は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
約

50
％
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
約

60
％
の
接
種
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。 　

接
種
状
況

 

料
金
の
一
部
助
成

下
呂
市
の
予
防
接
種

　

こ
れ
か
ら
も
、
社
会
全
体
と
し

て
一
定
の
接
種
率
を
確
保
し
て
、

免
疫
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
た
だ
し
、
極
め
て
ま
れ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
接
種
に
よ
り

重
篤
な
健
康
被
害
が
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
得
る
と
い
う
事
実
も
あ

り
ま
す
。
接
種
す
る
予
防
接
種
に

つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

安
全
に
接
種
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
ご
注
意

　

定
期
接
種
の
う
ち
、
小
児
向

け
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
無
し
で
接
種
で
き
ま
す

が
、
高
齢
者
向
け
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
一
部
自
己
負
担
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
子
育
て
支
援
策

の
一
環
で
、
下
記
の
予
防
接
種

料
金
の
一
部
助
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
任
意
予
防
接

種
の
一
部
で
、
法
律
に
義
務
付

け
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
接

種
対
象
者
の
希
望
に
よ
り
接
種

す
る
も
の
で
す
。
接
種
希
望
の

方
は
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
計

画
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
下
呂
市
に
住
民
票

の
あ
る
方
が
市
内
の
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

※
助
成
の
対
象
者
や
助
成
額
な

ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

各
地
区
の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～ 下 呂 市 子 育 て 支 援 予 防 接 種 事 業 ～

❹子どもと妊婦のインフルエンザ（※）

　対象要件　妊婦、生後６カ月から中学３年生のお子さん
　助成金額　2,700 円（１回あたりの上限額）
　接種回数　１回または２回（13 歳以上は 1 回）
  ※詳細は本誌12・13 ページの「健康だより」をご参照ください。

お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
医
療
課

　
　

☎
５
３
・
２
１
０
１

下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
５
・
２
６
８
０

小
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
６
２
・
３
４
４
３

金
山
保
健
セ
ン
タ
ー

（
金
山
振
興
事
務
所
内
）

　
　

☎
３
２
・
４
５
０
０

萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
５
２
・
１
２
３
０

※
馬
瀬
地
域
の
方
は
萩
原

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❶おたふく風邪（流行性耳下腺炎）
　対象要件　１歳から４歳未満のお子さん
　助成金額　 5,000 円（１回あたりの上限額）
　接種回数　１回

❷Ｂ型肝炎（H29.3.31で終了）
　対象要件　Ｈ 27.4.2 以後生まれの
　　　　　　２カ月以上のお子さん
　助成金額　5,000 円（１回あたりの上限額）
　接種回数　３回❸大人の風しん

　対象要件　妊娠を希望する女性とその夫
　　　　　　（他にも細かい要件がありますので、
　　　　　　ご確認ください）

　　助成金額　9,000 円（１回あたりの上限額）
　  接種回数   １回

▶︎ 接種できる医療機関　市内の医療機関
 ※予防接種の種類により、できる医療機関が異なりますので、ご注意ください。

▶︎ 接種できる期間　年間を通して接種できます（休診日を除く）

 ※子どもと妊婦のインフルエンザは H28.10.1 から H29.3.31 までです。

▶ 詳細について  案内ポスターが市内の医療機関や保健センターに貼られています。


